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 先日中学校最後のテストが終了して残すところあと【公立高校一般選抜入試】と【卒業式】

となりました。職員室の机上には 1年生～3年生までの集合写真があるため、今までの想い出

が自然と思い返され、胸がいっぱいになります。最近は過去問を解いている姿がたくさん見ら

れるようになってきました。その姿に「がんばれー」と何度も何度も念を送る自分が、超能力

者やったらいいのにと思う毎日です。今進路がそれぞれ違い、自分自身を追い込んでしんどく

なっている人もいると思います。また、自分の受験が終了して学校生活をどう過ごせばいいの

か悩んでいる人もいると思います。お互いが居心地のよい学年とするためにはどうしたらいい

か…ここで試されるのは、            考え、行動する姿勢だと感じます。 

 

みなさんは今までたくさんのミッションをこなしていく中で、合意形成する力・協働的に学ぶ

力・そして自分自身で決断する力を養ってきました。あと 2つの行事に対してどのように向き

合うのかを私は見守っていきます。残りの中学校生活を 52期生に関わるすべての人にとって

よりよいものとなることを期待しています。 

 

    

 残すところもあと少しとなりました。今まで学年の方向性に多大なご支援を賜り、ありがとう

ございます。また、中学校生活において、たくさんのご心配とご声援をいただいたことも私たち

の糧となっております。本当にありがとうございました。 

最後の卒業式では、お子さまに「愛され、応援される集団」として主役を務めてもらいます。そ

の際に「今まで関わってくださった人にとっても卒業式となる」ことを伝えます。スポットライ

トを浴びるのは名前を呼ばれた時に前を向いて返事をすること、所作や歌声で輝くことだと思い

ます。まちがっても身だしなみで輝く場所ではないと伝えますので、今一度、お話いただけます

と幸いです。ぜひ、保護者様と一緒にこの最後のミッションに挑みたいです。何卒ご協力のほど

よろしくお願いいたします。また、役員・学年委員を務めていただきました保護者のみなさま誠

にありがとうございました。 

    3年学年諸費・積立金の決算報告書は後日配布いたしますのでご確認のほどよろしくお 

    願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3年間で一番残っている言葉 

〝予鈴″ 


